







































承者としての天皇像が表れてい 古事記に伝える応神天皇の宮は、 「軽島の明宮」とある。この宮 他 書紀には二十二年三月条に、 「天皇、難波に幸し、大隅宮に居します。 」と伝えることから、大和だけではなく、難波に宮があったこ がわかる。四十一年二月条には、 「天皇、明宮に崩ります。 」とある。明 は軽嶋の明 こ と思われるが、その条の分注には、 「一 云はく 崩り といふ。 」とあ 。書紀には皇と難波との関わりが記される。また応神記には天皇が日向国の諸県君女、髪長比売を喚し上げた時に、 「其 太子大雀命、其の嬢子の難波津泊てたるを見て、其 姿容の端正しきに咸でて」とあり 難波津 舞台となる。




























































































































































































































































































































































文訓には「虹蜺彗星者天之忌也」とあり、虹や彗星は天忌のあ われである。万葉集巻十四・三四一四「伊香保ろ やさかのゐで 立つ虹の現はろ































































































































この郷の中に川あり、名を山道川と曰ふ。その源は郡の北の山より出で、南に流れて御井の大 に会ふ。昔者、この川の西に、荒ぶる神あり、行路く人、多に殺害され、半ばは凌ぎ半ばは殺にき。時に、祟る由を卜へ求ぐに兆へて云はく、 「筑前 国宗像の郡の人 珂是古をして 吾が社 祭らしめよ。若し願ひに合はば、荒ぶる心を起こさじ」といへば、珂是古を
覔
ぎて神の社を祭





























































る。天之日矛の、牛を殺して食おうとしているという言葉にはどのような信仰や背景が存在するのであろうか。従来これ 殺牛信仰 観点から考察されてきた 牛を殺す記事は『日本書紀』皇極天皇元年
（六四二）
にある。



















































































































。 」と結論づける。また門田誠一氏は、 「鳳坪新羅碑」 「冷




ような新羅との関係を重視する歴史学の立場から 見解も る。 が放牧されていたことは『播磨国風土記』宍禾郡に「塩の村。処々 鹹き水出づ。故れ、塩の村と曰ふ。牛・馬等、嗜みて飲めり。 」とある記事や、揖保郡に「塩阜。惟 阜の南に鹹水あり。方三丈許り、海と相濶ふこ 三十里許りなり。礫以ちて底と為し、草以ちて辺 為す。海の水 同に往来ひ、満

















































































































































































































天之日矛がもたらした玉津宝「珠二貫、浪振るひれ、浪切るひれ、風振ひれ、風切るひれ、奥津鏡、辺津鏡」は に関わる呪具の性格が濃い。それに比して垂仁紀三年三月条の天日槍が将来した七物は、 「羽太玉一箇・足高玉一箇・鵜鹿鹿赤石玉一箇・出石小刀一口・出石桙一枝・日鏡面・熊神籬一具」とあり、但馬国に蔵められたとある。この中には赤石玉があり、古事記の赤玉 の関係や、出石を冠した神宝と土地と 関わりの深さを思わせる。　
天之日矛の子孫たちは多遅麻毛理の世代まで名に「多遅摩」が冠せられ













































































とある。 「赤玉」は着物を着た身の上に佩び飾るものであるが、これが夫餘から出すると記される。古事記の新羅国の阿具奴摩 記述と直接関わるわけではないが、 朝鮮半島 産出し、海の彼方から日本に渡ってくる珍宝という認識がこの伝承の背景に存した可能性はあろう。一方天之日矛は阿加流比売神 辿った瀬戸内海から難波に入る航路では難波に上
─ 1（ ─

















上内親王、皇太子他戸親王に天皇を呪詛したとの嫌疑がかかり、両者は廃される。代わって皇太子となったのが山部親王であった。親王は生母の高野新笠が百済系であったので、反対する者も多かっ 。光仁天皇が病気と高齢を理由に譲位したことか 、桓武天 は天応元
（七八一）
年に四四歳




















































































































































































































































 坂下圭八「天之日矛の物語⑴」 「天之日矛の物語⑵ 文学研究資料新集
1古事記・王権と語り』一九八六年七月
　
有精堂
（
（0）　
前掲書（
（（）
（
（1）　
 森田喜久男「
「北ッ海」における山野河海支配」 『日本古代の王権と山野河
海』二〇〇九年二月
　
吉川弘文館
（
（（）　
 岡本健児「四国の銅矛形祭祀と水霊信仰」 國學院
雜
誌』第七八巻第九号
　
一九七七年九月
（
（（）　
前掲書（
（）
（
（（）　
 寺田（小島）恵子「古事記の「たま」─珠・璁・璵・玉について─」 『湘南短期大学紀要』第二〇号
　
二〇〇九年三月
＊古事記・日本書紀・風土記・万葉集の本文は、新編日本古典文学全集による。＊
 日本霊異記の本文は、中田祝夫
　
校注・訳『新編日本古典文学全集
　
日本霊異
記』一九九五年九月
　
小学館による。
＊続日本紀の本文は、新日本古典文学大系による。＊
 『経国集』の本文は、小島憲之「經國集詩注
　
巻二十対策文」 『國風暗黒時代の
文学
　
補篇』二〇〇二年二月
　
塙書房による。
その他の本文の引用は以下による。＊一然
　
著・金思燁
　
訳『完訳
　
三国遺事』一九七六年四月
　
朝日新聞社
＊金富軾
　
著・金思燁
　
訳『完訳
　
三国史記
　
上』一九八〇年一二月
　
六興出版
＊『倭名類聚抄〔本文篇〕 』一九六八年七月
　
臨川書店
＊高田眞治『漢詩選Ⅰ詩経（上）』一九九六年一〇月
　
集英社
＊楠山春樹『新釈 文大系
　
淮南子（上）』一九七九年八月
　
明治書院
＊
 竹内照夫・三樹彰・田中忠『新釈漢文大系
　
礼記（上）』一九七一年四月
　
明
治書院
＊前野直彬『全釈漢文大系
　
山海経・列仙伝』一九七五年一〇月
　
集英社
＊虎尾俊哉『延喜式
　
上』二〇〇〇年五月
　
集英社
＊
 黑板勝美『国史大系
　
類聚三代格
　
後編・弘仁格抄』一九八八年四月
　
吉川弘
文館
＊黑板勝美『国史大系
　
律』一九八八年一二月
　
吉川弘文館
＊
 黑板勝美「廐庫律逸文」 『新訂増補国史大系
　
政治要略』一九三三年八月
　
吉川
弘文館
＊
 安田尚道・秋本吉徳校注『新撰日本古典文庫
　
古語拾遺・高橋氏文』一九七六
年七月
　
現代思潮社
＊本稿執筆にあたり、田熊信之氏にご教示をたまわった。記して感謝申し上げる。
（からすだに
　
ともこ
　　
日本語日本文学科）
